
 令 和 ５ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 Ａ Ｉ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ５ 時 ４ ０ 分 １ ６ 時 ２ ０ 分 １ ７ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｈ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ５ Ｈ － 7 ～ 11 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ｈ － 12 ～ 17 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

 [記入例]  受験番号  ０３Ｈ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              
 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は１１月２９日１０時以降の予定です。 

合否の検索は１２月１８日１４時以降可能の予定です。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、可変抵抗Ｒ の値を変えながら、端子 －ｂ間の電圧を測定した２ ａ

ところ、Ｒ が２００オームのとき５０ボルト、Ｒ が３６０オームのとき６０ボルトであった。２ ２

Ｒ を取り外したときの端子 －ｂ間の電圧は、 (ア) ボルトである。ただし、電池Ｅの２ ａ

内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ６０ ② ８０ ③ ９０ ④ １００ ⑤ １２０

図１

(２) 図２に示す回路において、回路に流れる全交流電流Ｉが１０アンペアであるとき、端子ａ－ｂ

間の電圧は、 (イ) ボルトである。 (５点)

① １５ ② １８ ③ ２１ ④ ２４ ⑤ ２７

図２

(３) 帯電体Ａを中空導体Ｂで覆うとＢに静電誘導が生ずるが、Ｂを (ウ) と、Ｂの表面

(外側)の電荷は消えて、Ｂの外部にある物体はＡからの静電誘導による影響を受けない。

(５点)

① 接地する ② 長くする ③ 厚くする

④ 電気的に絶縁する ⑤ 温度上昇させる

(４) 正弦波交流回路において、有効電力をＰワット、無効電力をＱバールとするとき、力率は、

(エ) で求められる。 (５点)

１ Ｐ Ｐ １ Ｐ
① ② ③ ④ ⑤２ ２ ２ ２Ｐ－Ｑ Ｐ＋Ｑ Ｑ Ｐ －Ｑ Ｐ ＋Ｑ

Ｅ Ｒ

　ａ

　ｂ

２

Ｒ１

ＸＬ＝３ Ω

Ｒ＝４ Ω

ａ ｂ

Ｉ＝１０ Ａ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 通電していないと記憶している情報が消失してしまうメモリは、一般に、 (ア) メモリ

といわれ、代表的なものにＤＲＡＭがある。 (４点)

① フラッシュ ② バイポーラ型 ③ 強誘電体

④ 揮発性 ⑤ 不揮発性

(２) 図において、信号の電圧Ｖ と入力側に戻る電圧Ｖ とによって、増幅回路の入力電圧Ｖ をＳ Ｆ Ｉ

合成するとき、Ｖ とＶ とが (イ) の関係にある帰還(フィードバック)は、正帰還といＳ Ｆ

われ、発振回路に用いられる。 (４点)

① 直 列 ② 並 列 ③ 同位相 ④ 逆位相

(３) ダイオードについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ フォトダイオードは、ｐｎ接合面に光を照射すると光の強さに応じた電流が流れる現象を

利用して光信号を電気信号に変換する半導体素子である。

Ｂ 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加する降伏

現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＭＯＳ型電界効果トランジスタには、ゲート電圧を加えなくてもチャネルが形成されるデプ

レション型と、ゲート電圧を加えなければチャネルが形成されない (エ) 型がある。

(４点)

① ゲートアレイ ② ユニポーラ ③ バイポーラ

④ アモルファス ⑤ エンハンスメント

(５) トランジスタ回路は、接地方式の違いにより特性が異なっており、コレクタ接地方式は、入

力インピーダンスが高く、出力インピーダンスが低いため、 (オ) 回路として用いられる。

(４点)

① インピーダンス変換 ② 整 流 ③ 定電圧

④ マイクロ波 ⑤ 発 振

出力電圧
Ｖo

信号の電圧
Ｖs

増幅回路

帰還回路

ＶＩ

ＶＦ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア) と表すことが

できる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ＋Ｂ＋Ｃ ③ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数のＸ ～Ｘ を用いて、計算式(加算) Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め、１ ３ ０ １ ２ ３ ０

２ 進数で表示し、Ｘ の先頭から(左から)３番目と４番目と５番目の数字を順に並べると、０

(イ) である。 (５点)

① ０００ ② ０１０ ③ ０１１ ④ １１０ ⑤ １１１

２進数

Ｘ ＝ １０１１０００１１

Ｘ ＝ １０１１００１２

Ｘ ＝ １００１１０３

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図４に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂに

図５に示す入力がある場合、図４の出力ｃは、図５の出力のうち (ウ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５ ⑥ ｃ６

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ Ｂ･(Ａ･Ｃ＋Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ)＋Ｂ･Ｃ

① １ ② Ｂ＋Ｃ ③ Ｂ･Ｃ ④ Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ｃ

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

c6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電圧が (ア) ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.９デシベル、増幅器の利得が３８デシベルのとき、電圧計の読みは、４５０

ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力イ

ンピーダンスは全て同一値で、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ２.７ ② ３.９ ③ ２７ ④ ３９ ⑤ ６６

図１

(２) 平衡対ケーブルにおいて電磁結合により生ずる漏話の大きさは、一般に、誘導回線のイン

ピーダンス (イ) 。 (５点)

① に反比例する ② と無関係である

③ の２乗に比例する ④ に比例する

(３) 図２に示すアナログ伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号レベルが－８

dＢm で、同じ伝送路の無信号時の雑音レベルが (ウ) dＢm であるとき、この伝送路の

受端におけるＳＮ比は、４２デシベルである。 (５点)

① －７６ ② －７１ ③ －５５ ④ －５０ ⑤ －３４

図２

(４) アナログ信号を伝送する伝送路は、その減衰量が (エ) に無関係に一定であり、かつ、

位相変化が (エ) に比例するとき、信号をひずみなく伝送できる。 (５点)

① 周波数 ② 雑 音 ③ 振 幅 ④ 特性インピーダンス

電圧計

３：５

発振器 電気通信回線

巻線比 終端抵抗

変成器２０ kｍ

増幅器

Ｖ

雑音レベル
無信号時Ｚ0

Ｚ

Ｚ

信号時

受端送端

信号レベル信
号
源

－８ dＢm

(ウ) dＢm

Ｚ0
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタルパルス変調方式の一つであるＰＣＭでは、送信側においてアナログ信号をデジタル

信号に変換する処理は、 (ア) の順序で行われる。 (４点)

① 標本化→量子化→符号化 ② 標本化→符号化→量子化

③ 量子化→標本化→符号化 ④ 量子化→符号化→標本化

(２) デジタル伝送におけるパルスの (イ) 方式では、一般に、中継区間で発生する雑音やひ

ずみが後位の中継器へ伝搬されないため、多段中継が可能である。 (４点)

① 再生中継 ② 線形中継 ③ 同 期 ④ 非同期

(３) アナログ伝送において、信号を伝送していないときにも存在する基本雑音は、通話の有無と

無関係に発生するものであるため、特に、信号レベルの (ウ) ところで問題となる。

(４点)

① 飽和した ② 平均的な ③ 低い ④ 高い

(４) デジタル信号の伝送系における品質評価尺度の一つに、測定時間中のある時間帯にビットエ

ラーが集中的に発生しているか否かを判断するための指標となる (エ) がある。 (４点)

① ＭＯＳ ② ＢＥＲ ③ ％ＥＳ

④ ＣＲＣエラー ⑤ ランダムエラー

(５) 伝送装置の信号受信部などに用いられるフィルタについて述べた次の二つの記述は、

(オ) 。 (４点)

Ａ ある周波数以下の周波数成分を通過させ、その他の周波数成分に対しては大きな減衰を与

えるフィルタは、高域通過フィルタといわれる。

Ｂ ある周波数範囲の周波数成分のみを通過させ、その他の周波数成分に対しては大きな減衰

を与えるフィルタは、低域通過フィルタといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 小電力コードレス電話機では、着信時に接続装置(親機)と電話機(子機)間の無線回線の設定

が終了すると、親機は子機に向けて (ア) を送出した後、子機からのオフフック信号を待

ち受ける。 (４点)

① 発信音 ② リンガ鳴動信号 ③ チャネル切替完了信号 ④ ＲＢＴ

(２) ファクシミリ通信において、復調された電気信号を熱や光のエネルギーに変換し、記録紙な

どに記録する過程は、一般に、 (イ) といわれる。 (４点)

① 記録変換 ② 同 期 ③ 送信走査 ④ 光電変換

(３) 電子式ボタン電話装置の電源回路部に用いられている突入電流防止回路は、電源スイッチを

閉じたときに発生する大きな電流による電源スイッチの接点の溶着や、平滑用の (ウ) の

劣化を防止している。 (４点)

① コンデンサ ② ダイオードブリッジ回路

③ ＮＩＣ回路 ④ スイッチングレギュレータ

(４) デジタル式ＰＢＸは、メモリに記憶されたソフトウェアに基づく制御に従って通話路系を駆

動することにより、通話路の (エ) などを行っている。 (４点)

① 仮想化 ② 設定や解放 ③ ２線－４線変換 ④ 分 割

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタの機能について述べた次の二

つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 端末アダプタには、一般に、アナログインタフェースを介して接続されたアナログ電話機

からの音声信号を、コーデック回路でＰＣＭ信号に変換する機能がある。

Ｂ 端末アダプタには、ＤＴＥインタフェースを介して接続されたデータ端末から出力される

データ信号の通信速度を、ＩＳＤＮで用いられる通信速度に変換する機能を有するものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの特徴の一つは、一つの物理インタフェース上に同

時に複数の (ア) を設定し、それぞれが独立して情報を転送できることである。 (４点)

① データリンク ② 伝送変換サブレイヤ

③ 物理媒体サブレイヤ ④ リンクアドレス
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるデータ伝送単位であるフレームは、

１フレームが４８ビットで構成されており、各フレームの先頭のビットは、 (イ) といわ

れる。 (４点)

① フラグ ② Ｆビット ③ 直流平衡ビット

④ Ｄチャネルビット ⑤ ＦＣＳ

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＬＡＰＤで用いられる識別子について述

べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ バス配線に接続されている一つ又は複数の端末を識別するために用いられる識別子は、

ＴＥＩといわれる。

Ｂ Ｄチャネル上を転送される情報の種別が呼制御手順か否かを識別するために用いられる識

別子は、ＳＡＰＩといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼における呼設定からデータ転送

までの一般的な呼制御シーケンスを示したものである。図中のＸは (エ) メッセージを示

す。 (４点)

① リンク設定 ② 接 続 ③ 選択開始 ④ 呼設定受付

(５) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおいて、１回線

の伝送速度は１.５４４メガビット／秒であり、１回線を用いて最大 (オ) の伝送が可能

である。 (４点)

① ２Ｂ＋Ｄ ② ２３Ｂ＋Ｄ ③ ３９Ｂ＋Ｄ ④ ４８Ｂ＋Ｄ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ある１日のトラヒックを測定したところ、発着信総呼数が８００呼、最繁時における発着信

呼数が (ア) 呼であった。この場合、最繁時集中率は、２０パーセントである。 (４点)

① １６０ ② ２４０ ③ ６４０ ④ １,６００

発信端末 ＩＳＤＮ交換網 着信端末

データ転送
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(２) 即時式完全線群において、出回線数がｎ回線、加えられた呼量がａアーラン、呼損率がＢで

あるとき、出線能率は、 (イ) で求められる。 (４点)

ａＢ ｎＢ ａ(１－Ｂ) ｎ(１－Ｂ)① ② ③ ④ｎ ａ ｎ ａ

(３) ある会社のＰＢＸにおいて、外線発信通話のため発信専用の出回線が５回線設定されており、

このときの呼損率は０.１０であった。呼損率を改善するため、このＰＢＸの発信専用の出回線

を１回線増設して６回線とした場合、呼損率は、表を用いて求めると (ウ) より小さい値

にまで改善される。 (４点)

即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ 0.01 0.02 0.03 0.05 0.10ｎ

１ 0.01 0.02 0.03 0.05 0.11
２ 0.15 0.22 0.28 0.38 0.60
３ 0.46 0.60 0.72 0.90 1.27
４ 0.87 1.09 1.26 1.53 2.05
５ 1.36 1.66 1.88 2.22 2.88
６ 1.91 2.28 2.54 2.96 3.76
７ 2.50 2.94 3.25 3.74 4.67
８ 3.13 3.63 3.99 4.54 5.60
９ 3.78 4.35 4.75 5.37 6.55
10 4.46 5.08 5.53 6.22 7.51

(凡 例) Ｂ:呼損率 ｎ:出回線数

① ０.０１ ② ０.０２ ③ ０.０３ ④ ０.０５

(４) コンピュータプログラムのセキュリティ上の脆弱性が公表される前、又は脆弱性の情報は公
ぜい

表されたがセキュリティ対策がまだ無い状態において、その脆弱性を狙って行われる攻撃は、

一般に、 (エ) 攻撃といわれる。 (４点)

① 標的型 ② ブルートフォース ③ ＤｏＳ ④ ゼロデイ

(５) 三者間認証では、一般に、認証請求者と検証者との間で認証を行うために認証局から発行さ

れた (オ) を利用する。 (４点)

① デジタル証明書 ② パスワード ③ アカウント情報

④ ＩＤ ⑤ 適合認定書

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ６００Ｖビニル絶縁電線を介して保安器と接続されているアース棒を地面に埋設する場合、

埋設箇所が砂利混じりの地盤であるときは、 (ア) が大きいため、保安器の機能が有効に

働かないおそれがある。 (４点)

① 誘導電流 ② 接地抵抗 ③ 絶縁抵抗 ④ 静電容量
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(２) 図は、ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号における天井隠ぺい配線

の図記号を示す。この図記号で示されているケーブルは、 (イ) である。 (４点)

① 心線径が０.４ミリメートルで対数が２０対

② 心線径が０.４ミリメートルで心線数が２０心

③ 外被の厚さが０.４ミリメートルで対数が２０対

④ 外被の厚さが０.４ミリメートルで心線数が２０心

(３) 日本電線工業会規格(ＪＣＳ)で規定されている電話配線用のエコケーブル(環境配慮形難燃性

メタル通信ケーブル)は、外被が (ウ) 系材料に統一されているため、リサイクル性が良く、

また、燃焼時に有害なハロゲンガスも発生しない。 (４点)

① ポリ塩化ビニル ② ポリエチレン ③ アルミニウム ④ シリコン

(４) デジタルボタン電話装置の配線工事について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。(４点)

Ａ スター配線の工事においては、バス配線の工事と異なり、１００オームの終端抵抗を取り

付ける必要はない。

Ｂ スター配線の工事においては、一般に、主装置と端末間にブリッジタップを設け、心線の

使用効率を上げる配線が行われる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ビル内の電話配線方式のうち、床スラブ内に埋設された金属ダクトを使用し、一定間隔で配

線取出し口を設けるものは、 (オ) 方式といわれる。 (４点)

① バスダクト ② セルラダクト ③ フロアダクト ④ 簡易二重床

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸの設置工事などで用いられる測定器のうち、 (ア) は、回路を切断す

ることなく回路に流れる電流を測定することができる。 (４点)

① 圧電型検出器 ② 静電型テスタ

③ 可動コイル型メータ ④ クランプメータ

(２) ＰＢＸの運用・保守作業について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＰＢＸの設置工事終了後において、設定データは、建設工事部門から保守担当部門に引き

継がれ、主装置のデータメモリの記憶内容が破壊されたときなどに使用される。

Ｂ 電子回路パッケージを挿入したり引き抜いたりするときは、人体に帯電した静電気を除去

するために、片端を手首に結び他方をアースに接続して使用するストラップを用いて作業す

る方法が有効である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

０.４－２０Ｐ
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(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＮＴとＴＥが (ウ) 構成で接続され

る場合、１対のインタフェース線における２線間の極性は、反転してもよいとされている。

(４点)

① ポイント・ツー・マルチポイント ② ループ

③ ポイント・ツー・ポイント ④ 短距離受動バス

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのバス配線工事終了後に行う開通工事試験では、

アナログ式テスタを用いて、バス配線ケーブルのＴＡ－ＴＢ間の (エ) 試験を行うことが

できる。 (４点)

① 断線・混線 ② ＤＳＵ折り返し ③ スペクトル解析 ④ ビットエラー

(５) 図に示すアローダイアグラムにおいて、クリティカルパスは、 (オ) 本である。(４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

６日７日 １日

１０日

１ ２ ６５

６日
３

２日

作業Ａ

作業Ｂ

作業Ｆ作業Ｃ

作業Ｅ

作業Ｇ
４

作業Ｄ

９日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される電気通信設備であって、一の

部分の設置の場所が他の部分の設置の場所と同一の構内(これに準ずる区域内を含む。)

又は同一の建物内であるものをいう。

② データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を他人

の通信の用に供する電気通信役務をいう。

③ 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及び

これと一体として設置される無線設備並びにこれらの附属設備をいう。

④ 電気通信業務とは、電気通信事業者の行う電気通信役務の提供の業務をいう。

(２) 電気通信事業法の｢自営電気通信設備の接続｣において、電気通信事業者は、自営電気通信設

備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信設備を接続

することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の (イ) が経営上困難となること

について当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むことができる

と規定されている。 (４点)

① 更 改 ② 保 全 ③ 保 持 ④ 改 造

(３) 電気通信事業法の｢端末設備の接続の検査｣において、電気通信事業者の電気通信回線設備と

端末設備との接続の検査に従事する者は、端末設備の設置の場所に立ち入るときは、その身分

を示す (ウ) を携帯し、関係人に提示しなければならないと規定されている。 (４点)

① 証明書 ② 許可証 ③ 免許証 ④ 認定書

(４) 電気通信事業法の｢端末設備の接続の技術基準｣に基づき総務省令で定める技術基準により確

保されなければならない事項について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信回線設備を利用する他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすること。

Ｂ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備の設置の場所が

明確であるようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業法施行規則に規定する緊急に行うことを要する通信には、火災、集団的疫病、

交通機関の重大な事故その他 (オ) に係る事態が発生し、又は発生するおそれがある場合

において、その予防、救援、復旧等に関し、緊急を要する事項を内容とする通信であって、予

防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互間において行われるものがある。 (４点)

① 国民の財産 ② 国民の生活 ③ 生活の基盤 ④ 人命の安全
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 総合通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端末設備

等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

② 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

③ 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に

端末設備等を接続するための工事を除く。

④ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するた

めの工事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行

い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続す

るための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の返納｣及び｢資格者証の再交付｣について述べた次の二

つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときは、発見した日から

３０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

Ｂ 工事担任者は、資格者証を破ったことが理由で資格者証の再交付の申請をしようとする

ときは、別に定める様式の申請書に資格者証及び写真１枚を添えて、総務大臣に提出しなけ

ればならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される

端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｂである。

② 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ａである。

③ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準

適合認定番号の最初の文字は、Ｅである。

④ デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番

号の最初の文字は、Ｃである。

(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を規律し、有線電気通信に関する

(エ) することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。 (４点)

① 利用を促進 ② 秩序を確立 ③ 公平な競争を促進 ④ 秘密を保護
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(５) 有線電気通信法の｢技術基準｣において、有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技

術基準により確保されなければならない事項の一つとして、有線電気通信設備は、人体に危害

を及ぼし、又は (オ) ようにすることが規定されている。 (４点)

① 物件に損傷を与えない ② 誘導雑音を発生しない

③ 通信の秘密を侵さない ④ 直流の電圧を加えない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

② 移動電話端末とは、端末設備であって、移動電話用設備(インターネットプロトコル

移動電話用設備を除く。)に接続されるものをいう。

③ 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において２線式の接続

形式を有するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の伝送路設備の動作の開

始及び終了の制御を行うための回路をいう。

④ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役

務の用に供するものをいう。

(２) 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が (イ) オーム以下となるように接
きょう

地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。 (４点)

① １０ ② １００ ③ １５０ ④ ２００

(３) 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な (ウ) が発生することを防止

する機能を備えなければならない。 (４点)

① 音響衝撃 ② 反響音 ③ 誘導雑音 ④ 近端漏話

(４) ｢配線設備等｣において、配線設備等の評価雑音電力(通信回線が受ける妨害であって人間の

聴覚率を考慮して定められる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。)は、絶対レベ

ルで表した値で定常時においてマイナス (エ) デシベル以下であり、かつ、最大時におい

てマイナス５８デシベル以下であることと規定されている。 (４点)

① ６０ ② ６２ ③ ６４ ④ ６８

(５) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、使用す

る (オ) が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところにより判定

を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するものでなければならない。ただし、総務

大臣が別に告示するものについては、この限りでない。 (４点)

① 電波の伝搬路 ② 電波の周波数 ③ 通話路 ④ 親局設備



Ｈ－15

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢基本的機能｣、｢緊急通報機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文

章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したと

き開くものでなければならない。

② アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則別表に掲

げる緊急通報番号を使用した警察機関、海上保安機関又は消防機関への通報を発信す

る機能を備えなければならない。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内に直流回路を開

くものであること。

④ 自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。

以下同じ。)を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、

その回数は最初の発信から２分間に３回以内であること。この場合において、最初の

発信から２分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから１,０００ヘルツまでの範囲内における特定の四つ

の周波数で規定されている。

② 高群周波数は、１,２００ヘルツから１,６００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ 信号周波数偏差は、信号周波数の±１.５パーセント以内でなければならない。

④ ミニマムポーズとは、隣接する信号間の休止時間の最小値をいう。

(３) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣において、直流回路を開いているときのアナ

ログ電話端末の直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電圧で測定し

た値で (ウ) メガオーム以上でなければならないと規定されている。 (４点)

① ０.１ ② ０.５ ③ １ ④ ２

(４) 移動電話端末の｢基本的機能｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 発信を行う場合にあっては、発信を要求する信号を送出するものであること。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)を

接続する信号を送出するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｈ－16

(５) 総合デジタル通信端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢緊急通報機能｣について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、呼設定用メッセージを送出するものであること。

② 通信を終了する場合にあっては、呼切断用メッセージを送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合呼設定メッセージ送出終了後３分以内に呼切

断用メッセージを送出するものであること。

④ 総合デジタル通信端末であって、通話の用に供するものは、緊急通報を発信する機

能を備えなければならない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表わしたも

のをいう。

② ケーブルとは、光ファイバ並びに光ファイバ以外の絶縁物及び保護物で被覆されて

いる電線をいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物は除く。

④ 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢線路の電圧及び通信回線の電力｣について述べた次の二つの

文章は、 (イ) 。ただし、通信回線は、導体が光ファイバであるものを除く。 (４点)

Ａ 通信回線の電力は、絶対レベルで表わした値で、その周波数が音声周波であるときは、プ

ラス１０デシベル以上２０デシベル以下、高周波であるときは、プラス２０デシベル以上３０

デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 通信回線の線路の電圧は、１００ボルト以下でなければならない。ただし、電線として

ケーブルのみを使用するとき、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えるおそ

れがないときは、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する高圧とは、直流にあっては７５０ボルトを、交流に

あっては６００ボルトを超え、 (ウ) ボルト以下の電圧をいう。 (４点)

① ３,５００ ② ６,０００ ③ ７,０００ ④ ２０,０００

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、 (エ) とは、電気通信回線に接続し

ている電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (４点)

① ネットワーク管理責任者 ② アクセス管理者

③ 情報システム管理責任者 ④ セキュリティ管理者
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(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録であって情報を表すために作成さ

れたもの(公務員が職務上作成したものを除く。)は、当該電磁的記録に記録された情報につい

て (オ) による電子署名(これを行うために必要な符号及び物件を適正に管理することによ

り、 (オ) だけが行うことができることとなるものに限る。)が行われているときは、真正

に成立したものと推定すると規定されている。 (４点)

① 利用権者 ② システム管理者 ③ ネットワーク管理者 ④ 本 人



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

 


